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	本工法は、開閉可能なハサミ型の削孔ビットにより機械的に拡径削孔してアンカー体部を造成することが特長で、アンカー体は直径が0.8m、長さが2mである。
	図-2に施工方法を示す。アンカーの軸部（非拡径部）は閉じた状態で、拡径部は開いた状態で削孔する。また拡径部の削孔後はビットを閉じて回収できるため、ビットは繰り返し使用可能である。その後、拡径した孔内にポリエステル製の袋体とテンドンを挿入する。袋体の中にセメントミルクを注入し、袋体を膨らませてアンカー体を作製する。袋体は地盤との付着を高めるために、セメントミルクがにじみ出しやすい材質のものを用いている。また、袋体を用いることにより、確実なアンカー体の造成、地下水があってもセメントペーストが稀釈されな...
	施工実験で造成したアンカーの引抜き実験を実施した。図-4に引抜き荷重－引抜き変位関係を示す。極限引抜き力は800kNを超えており、N値10程度の砂地盤において共同研究の目標値600kNを満足している。
	本工法は、図-5の④に示すように、コンパクショングラウチング工法（CPG）により地盤中に加圧注入することで造成されるグラウト体（地盤との摩擦抵抗を担う）と、その奥部に同様の手法により削孔径以上の径に膨張させることができる袋材を有した耐荷体（引張り材からグラウト体への力の伝達を担う）で構成される。グラウト体は直径0.7m程度であり、長さは状況に応じて調節可能である。また、グラウト体は加圧注入によって地盤を押し拡げて造成されるため、周辺地盤が締固められて、地盤との摩擦抵抗力が強化される。耐荷体はポリエ...
	土木研究所構内の原地盤を対象とし、鉛直方向にアンカーを造成した。アンカー体の定着地盤は、N値5程度のシルト層であった。アンカー体部は、直径が0.5m、長さは袋材を用いた耐荷体部分が0.8m、グラウト体が2m、土被りは6.7mを目標に施工した。
	図-6にアンカー体の出来形を示す。袋材を有した耐荷体が十分に拡径しており、またグラウト体も想定した形状になっていることを確認した。
	施工実験で造成した拡径型アンカーの引抜き実験を実施した。図-7に引抜き荷重－引抜き変位関係を示す。図より、大きな荷重レベルまで弾性的な挙動を示していることがわかる。780kNで鋼線の破断により終局状態に至っており、アンカー体の引抜き抵抗力はこれ以上であったと考えられる。
	本工法は、図-8に示すように袋状の薄い鋼板を折り畳んで作られたアンカー体を土中に設置し、グラウトを加圧注入することにより、膨張させて球根状のアンカー体を造成し、その内部にテンドンを定着させるものである。スウェーデンで開発され、日本に導入されてから約20年間、軟弱地盤での開削工事における山留め支保工として用いられている。
	アンカー体は直径が0.5～0.8m、長さが1.0～2.0mである。
	通常のアンカーは、グラウトに削孔した土砂が混入し、フレッシュなグラウトと比較してテンドンとグラウトの付着強度が低下すると考えられる。これに対し本工法は、鋼製の袋状のアンカー体に土砂の混入がないため、フレッシュなグラウトとテンドンとの付着強度を期待できることから、従来のアンカーと比較しグラウトの強度を小さくすることができると考えられる。そこで、土砂混入のないグラウトとテンドンの付着強度を把握するために、図-9に示すような装置を用いてテンドンの引抜き実験を行った。グラウトの圧縮強度は17および23N/...

